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白神山地世界遺産地域連絡会議幹事会

白神山地世界遺産地域連絡会議幹事会の開催結果について

白神山地世界遺産地域でブナ等の樹木が傷つけられたことから、白神山地世界

遺産地域連絡会議幹事会を緊急に開催し、再発防止策として、各機関において次

のことを当面の間、実施するとともに、来シーズンに向けて検討していくことと

しましたのでお知らせします。なお、法的措置については、引き続き検討するこ

ととしています。

１ 開催日時 平成20年10月17日(金)

２ 開催場所 東北森林管理局

３ 出 席 者

・ 環境省：東北地方環境事務所、西目屋自然保護官事務所、藤里自然保護官

事務所

・ 青森県：自然保護課

・ 秋田県：自然保護課、森林整備課、秋田県教育庁文化財保護室

・ 林野庁：東北森林管理局、東北森林管理局青森事務所

４ 議題

(1) 白神山地世界遺産地域でのブナ等の損傷に関する経緯

(2) 10月１日～３日の緊急点検等の報告と今後の対応方向

(3) 再発防止に向けた関係機関の取組

(4) その他

５ 主な再発防止策

（１）当面の対応

環境省①

10月29日から31日にかけて、白神山地の自然を熟知した団体による追○

加的なパトロールを摩須賀岳周辺ルートにおいて緊急に実施

自然保護官及びアクティブレンジャー等により、主要登山口等十数カ所○

において総点検を実施

ホームページや世界遺産センター等における悪質な行為が繰り返されな○

いよう呼びかけを実施

本年度、弘前市において開催予定の「白神山地における自然環境の調査○

活動に関するシンポジウム」などの機会をとらえて、白神山地の価値を

守る取組の重要性などについてアピール

青森県②

県委嘱の巡視員及び職員による巡視について、今回点検を行わなかった○

コースについて実施

県のホームページの活用、巡視の際に入山者にマナーを呼びかけるな○



ど、再発防止に向けた普及啓発の実施

年度内に県委嘱巡視員会議を開催し、本案件に関しての意見交換を実○

施

秋田県③

県委嘱の自然公園管理員及び自然保護指導員に白神山地の巡視の重点化○

と入山者への指導を要請

県のホームページ等で入山者にマナーを呼びかけるなど、再発防止に向○

けた普及啓発を実施

④ 東北森林管理局

関係署等に対し職員による巡視活動強化を目的とした局長通知の発出○

ボランティア巡視員に対する活動強化要請を目的とした局長通知の発出○

関係署のグリーンサポートスタッフ（ の巡視日数の増加○ ※）

マナー啓発活動等の実施（別紙参照）○

※ 世界遺産地域や森林生態系保護地域など国有林野（ 「グリーンサポートスタッフ」とは

内の優れた森林環境を保全するため巡視活動を行う非常勤職員）

（２）来シーズンに向けた検討事項

環境省（次期連絡会議事務局）①

○ 各機関の巡視等の計画的かつ総合的な実施を検討

○ 合同巡視の強化を検討

○ 入山者からの情報提供の呼びかけを検討

青森県②

年度内に行う県委嘱巡視員会議結果を踏まえ、必要な対策等について○ 今

検討

秋田県③

○ 県委嘱の自然公園管理員・自然保護指導員会議で対策を周知

④ 東北森林管理局

山岳会等の白神山地を熟知している者に対するボランティア巡視員へ○

の新規委嘱の検討

の委嘱巡視員の巡視日程・コース等の巡視情報を共有し、重複○ 各機関

巡視を避ける等の効率的な巡視方法の検討

入山者（届け出者）に対する一日ボランティア巡視員への積極的な就任○

要請と、同巡視員に対する巡視意識の向上及び巡視員であることを対外

的に認識させるためのワッペン、腕章等の着用の検討

ガイド、山岳会等との意見交換会の実施の検討。○

白神山地世界遺産地域関係市町村との情報交換会等を通じて、関係市町○

村ホームページ、広報による入山マナーの指導啓発の徹底の協力要請の

検討

入山マナーパンフの改訂の検討○

青森・秋田側で入山開始時期に一斉に連絡会議構成機関による入山マナ○

ーの啓発の検討

白神山地世界遺産地域連絡会議事務局

東北森林管理局 計画課
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（別紙）
プレスリリース

平成２０年１０月１７日
東 北 森 林 管 理 局

白神山地ブナ等損傷木に係るマナー啓発活動等の実施について

白神山地世界遺産地域においてブナ等の損傷があったことに関し、東北森林管理局
、 、 。では マナー啓発イベントを下記のとおり実施することとしたので お知らせします

記

１ イベントの趣旨
再発防止の取り組みとして、入山者が多くなる紅葉シーズンに焦点をあて、マナー

啓発イベントを青森・秋田両県において同時期に一斉に実施することにより、広く国
民の皆さまに今回の問題を知っていただくとともに自然の大切さを再認識していただ
く。

２ イベント内容
マナー啓発用チラシ等の配布、白神山地パネル展示

３ イベント実施場所及び日程
(1)秋田県側

実施場所 日 時 内 容 スタッフ

①秋田駅構内 10月23日(木) チラシ配布 東北森林管理局
ポポロード 13：30～15：00 パネル展示（ ）

②二ツ森登山 10月19日(日) チラシ配布 米代西部署
道入口 9：30～12：00 藤里森林センター

グリーンサポートスタッフ
東北森林管理局★ブナッコランド

8：30集合

③素波里ダム 10月19日(日) チラシ配布 米代西部署
周辺 9：30～12：00 藤里森林センター

グリーンサポートスタッフ
東北森林管理局★藤里森林センター

8：30集合

(2)青森県側

実施場所 日 時 内 容 スタッフ

①青森駅東口 10月25日(土) チラシ配布 東北森林管理局青森事務所
予定 パネル展示
10：00～11：30

②暗門の滝周 10月19日(日) チラシ配布 東北森林管理局青森事務所
辺 9：30～12：00 津軽森林管理署

津軽白神ふれあいセンター
★ グリーンサポートスタッフ暗門の滝入口
9：20集合
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コメント

白神山地世界遺産地域におけるブナ等の損傷について、世界自然遺産の保全管理に

携わる者として、やるせなさと憤りを感じているというのが本日の白神山地世界遺産

地域連絡会議幹事会に出席した者の共通の思いです。

白神山地のブナ林には、多種多様な植物群落が共存し、豊富な動物群が生息するな

ど原生的で森林の博物館的景観を呈する地域であり、長い年月をかけて形成されてき

たものです。

樹木に傷をつけた人は、そのことを顧みることなく、そして世界自然遺産であるこ

となど気にも止めずに、まるでノートに落書きをするような気持ちで行ったのかもし

れませんが、多くの国民の皆さんには、世界的な名画や国宝を傷付けるような思いを

抱かせたと思います。まさに、恥ずべき行為です。

文化財に落書きした者が謝罪し、被害を受けた方はそれに敬服したとの報道があり

ました。今回、樹木に傷をつけた人が、白神山地のように日本人だけではなく世界中

の人々がその貴重な価値を共有し大切にしようと心に決めて守り続けけている自然の

大切さに気付き、今回の行為を改めようとしているならば、私たち関係機関又はマス

コミにその気持ちを伝えて下さい。

白神山地は我が国で初めて自然遺産として世界遺産に登録された人類共有の宝であ

り、その貴重さ、素晴らしさは、自然のままで次の世代に確実に引き継がなければな

りません。

このような行為が二度と繰り返されないよう、白神山地世界遺産地域連絡会議の各

機関は、再発防止に向けて連携強化を図りながら、白神山地の貴重な価値やその恩恵

の発信を通じて、今後、白神山地を訪れる方々の自然と接する際の意識の向上にもつ

ながるよう努めて参ります。

白神山地世界遺産地域連絡会議幹事会

東北地方環境事務所

青森県、青森県教育庁

秋田県、秋田県教育庁

東北森林管理局(事務局)、東北森林管理局青森事務所




